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水田圃場の水管理の実態

石狩川流域の農業水利に関する研究 (1) 

梅田安治・中村和正

(北海道大学農学部土地改良学教室)

(昭和60年 10月31日受理)

Water Magement at Paddy Field 

-Study of Agricultural Water Use in the 1shikarigawa Basin (1)一

Yasuharu UMEDA and Kazumasa NAKAMURA 

(Department of Agricultural Engineering， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

1 はじめに

近年，水資源の逼迫にともない，現行の水利用形態の

見直しなどが各分野でなされている。農業にあっても水

悶の汎用化，高度技術の導入などにともなう水利用の検

討が種々すすめられている。 7)(Eflは古来多くの水利用を

前提としてなされて来ている。品種改良，栽培作業の省

力化，それらをささえる岡場整備の進捗にともない水田

の水利用形態も変化しつつある。また単に水田で、の水稲

栽培だけでなく，大きく変化して行きつつある農村地域

の環境を支配する水としての期待もいわゆる農業用水に

ょせられている。いま，水田における水の利用形態を明

確にすることは単なる水田農業用水の問題にとどまらず

水資源問題の基礎として求められている。

石狩)11流域にはその一部は汎用農地化してはし、るが約

17万haの水田があり，多くの水が利用されている。こ

の地域は寒冷地における水稲栽培の常として，冷害対策

が重要課題である。その手段として水管理手法が多く取

り入れられ，府県における水管理とは異なった様相を呈

している。

土地改良事業の冷害時における効果調査の一環として

なされている，石狩川流域の水間関係の資料を水田にお

Basin of the 
Ishikarigawa River 

Fig. 1. The location of observation areas. 
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ける水管理の側面から検討することにより，水資源問題

の視点からこの地域における水回水管理の形態を見いだ

すことをこころみた。

ll. 調査の概要

昭和59年 6月から 8月まで，石狩川流域の道央(恵庭

市)，空知中央(岩見沢市)，樺戸(浦臼町)，北空知(深川

市)，ベーパン(旭川市)の5地区 (Fig.1)で調査を行な

った。

それぞれの地区で温水臨飢可能 (A)・不可能 (0)，深

水瀧i既可能 (B)・不可能 (E)，悶場整備済 (C)・未整備

(F)の6園場(合計30圃場)を選び， 各国場で湛水深・

気温・用水路水温・田両水温を測定した。

ここで温水港慨可能圃場とは温水取水施設や幹線用水

路等が整備されている圃場である。これに対し温水機淑

不可能園場とは沢水等から直接取水していて冷水のまま

i投獄せざるをえない闘場である。

圃場の各種の条件から考えると A，B，C踊場は総合

的に整備水準の高い閏場であり， 0，E， F闘場は整備水

準の低い圃場であるとみることができる。場合によって

は同一地区内の A，B， Cの各圃場開で近接圃場となり

条件の極めて類似したものもあった。そこで結果の検討

は， A~F の選定条件とともに園場の種々の条件の総合

的な判断に基づいてすすめられた。

用水路水温は，水聞に流入する直前の水温であり，調

査圃場の用水が田越しi荏況による場合には最上流にある

水田の用水路水温である。田面水温は用水の取水側で，

7K口のない方の隅から 6mx6mの位置で， 回面からの

高さ 1cmの位置での水温である (Fig.2)。気温は地上

1.5 m の百葉箱内で測定した。 測定に用いたセンサーは

いずれも白金抵抗測温体である。
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Fig. 2. Observation site of water temperature 

measurement. 

なお溢水深は減水位計によって記録した。

III 結果と考察

Ill-l 昭和 59年の水稲生育期の気象条件

4月から 5月上中旬にかけては平年に比べて平均気温

でl.5~2.00C 低く経過した。そのため水稲の栽培作業は

移植時期までは平年より遅れ気味であった。

しかし 5月下旬以降は高温，少雨，多j照となった。

6月には旭川，岩見沢，札幌とも月平均気温の高温値を

更新した。そのため水稲の生育はおくれを取り戻した。

7月以降もこの傾向がつづいたので水稲の収穫は平年よ

り大幅に早まり，記録的な豊作となった。

IIl-2 各地区における結果

(1)道央地区

道夫地区 (Fig.3)では温水瀧翫可能の A圃場のみが

漁JIIから取水していて， B~F 圃場はすべて茂漁川|から

取水している (Table1)。千歳川流域は，石狩川流域で

とくに水温の低いところの 1つとされている。これは上

流に支努湖があり，流域が火山灰地帯であるために地下

湧水を水源とする支流が多いためである。

o lkm 
‘ーー・-ーーーーー・司ー-

Fig. 3. Location of observation Paddy五eld

(Oohoh area). 

漁川上流の漁川ダムには温水取水施設があるためA園

場の用水路水温は B~F 圃場と異なったパターンを示し

ている。水温の影響の大きい止葉期頃までの用水路水温

をA箇場と D闘場についてみれば A圃場が平均値で

約 2SC高い (Table2)。また， A圃場の用水路水温の

日変動は他に比べて大きい (Fig.4)。
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Table 1. Condition and yield of paddy五eld(Dohoh area) 

sign of 
paddy 
五eld

source of 
water 
supply 

A 23 

B 57 

C 57 

D 15 

E 45 

F 15 

脳血L_I一

山 I4貯 I2 

山|必8* I 1 
山 480* 1 

山(邸*I 2 

40 well 

40 well 

40 well 

30 O 

30 l
 
l
 

-
-O 

30 O 

Table 2. Water ternp巴raturein early growth stage (Dohoh area) 

話lぺT June ]uly 
Average 

11-20 21-30 1-10 11-20 21-31 

16.7 16.5 16.5 17.5 19.7* 17.4* 
A 

20.2 20.4 20.5 21.5 24.1 21.5 

14.1 * 15.0 16.7* 
B 

19.7 19.9 21.0 24.5 21.3* 

13.7* 14.5 16.0* 
C 

18.9 19.9 20.2 20.4 23.1 20.9 

14.4 13.9 14.1* 14.8 16.4* 14.7* 
D 

20.2 19.9 19.9 19.9 22.4 20.5 

14.0 13.6 13.6 14.2 15.7* 14.2* 
E 

20.9 19.9 20.3 21.0 20.5* 

14.4 13.9 14.1 * 14.8 16.4* 14.7* 
F 

19.4 19.8* 20.6 23.1 20.7* 

upper: water ternperature of irrigation canal， lower: water ternperature in paddy五eld.
* with lack of sorne data. 

A 圃場では 7 月中旬頃まではおよそ 3~4 日に 1 回の

割合で取水をしている。湛水深の変動からみて取水を停

止する時刻は，ほぼ一定であることがわかる。すなわち，

大量に取水する時は前日の夕方から取水を開始して早朝

に水口を閉じているが，取水の量が少ない時には早朝に

取水を始めて数時間で水口を閉じている。日中はほぼ止

水して水周水温の上昇を図ってしる。深水深渡や中干し

はみられない。

B圃場と C圃場は隣接園場であり，同じ条件とみてよ

い。湛水深の変動パターンは似たものとなっている。気
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Fig. 4. Water temperature of irrigation canal and ponding depth 

at each paddy五eld，air temperature at A paddy五eld，and 
precipitation at nearest AMeDAS station. (1) Dohoh area. 

(. shows growth stage. 1: young panicle formation， 2: 
丑agleaf， 3: heading， 4: yellow ripe). 
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温の低下した6月初日前後には7cmから 8cmまで湛 がこのときにも湛水深は 3~4cm でしかなし、。

水を深くして，イネを保護している。湛水深の変動をみ 生育初期にはできるだけ日Ii百水温を向くしなければな

ると 7月上旬まではA岡場に比べて取水操作の回数は らない。 D圃場， F岡場では毎日取水操作を繰り返し，

少ない。 C周場では7月10日から湛水を深くしはじめ， 昼間止水をしっかり行なって水温の上昇を図ってしるo

7月20日前後には14cm程度にまで湛水している。 B間 またD圃場の上には，水口水田が設けられているために

場でもこの時期には同様のパターンがみられるが湛水深 A闘場との用水路水温での差が田面水温には表われてこ

は9cmにしかなっていない。 B圃場， C圃場とも畦畔 なかった。止葉期頃までの用水路水温は，A悶場と D園

高は40cmであり，深水港瓶は十分に可能である。 場ではA圃場が平均値で約2SC高い。同じ時期の田面

冷害危険期に急に低温となった場合に，深水潅慨を行 水温をみると平均値でA闘場が高いが， D岡場との差は

なう際の湛水深の目標値とされている 18~20cm まで， 約0.70Cでしかない。これには昭和田年の良好な気象

通常時の湛水から短時間に取水することは困難となる場 条件が大きく影響しているものと考えられる。

合が多い。そのためにこれら両圃場では危険期の数日前 昭和59年は国内で卜分な昇温が可能であったが，気

頃より湛水を深くしていき，急に低温となる場合のこと 象条件が悪い年には，漏水も多く用水路水温も低いD，F

を考えて備えていたのであろう。気象条件が良好なまま 闘場では，地温や田面水温が上昇せずに水稲栽培にとっ

で推移したためにそれ以上の深水にはしていない。 て限界に近いものとなるであろう。また深水港就が必要

D圃場は水口水田を通して水を取り入れその水尻はF となっても，畦畔が低くj扇水もひどいので不可能であ

園場へ通じている (Fig.5-a)。ここではほぼ毎日，夜間 ろう。

取水昼間止水の水操作がなされている。毎回の取水で これらのことからみて冷水地帯における漏水田では遅

3~4cm 湛水を深めているが漏水のために止水直後から 延型冷害も障害型冷害も受ける可能性が他よりも高く，

湛水位は急激に下がり始める。それゆえ毎日の取水操作 極端な場合には，水管理の操作だけでは被害の軽減が図

が必要となっている。湛水が 7~8cm 以上の時にはそれ れないような年もあり得るであろう。

以下の場合よりも水位の低下が著しく速い。これは畦畔 E闘場は用水路から取り入れて迂回水路を通した水を

の不備による横方向の漏水が多くなるためと考えられ 数枚の水回越しに受けている (Fig.5-b)。また，排水の

る。 6月20目前後の気温は測定期間中で、最も低かった 良くない圃場である。そのために湛水の変動は明確かつ

L一一

Dohoh area 

(b) 
m
V
M
W
O「
嗣

Fig. 5. Unconsolidated paddy五eld

一farmdrain 
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規則的なピークをみせておらず，生育期のちがし、による

変化もみられない。この園場では常時湛水を図ることに

終始し，気象条件などに対応した水管理がなされるまで

には至っていない。

(2) 空知中央地区

空知中央地区 (Fig.6)ではD圃場を除く 5園場が同

じ幹線用水路より取水している。これら 5園場のうちで

F間場の用水路水温の変動だけが特異なものとなってい

る (Fig.7)。これはF圃場の用水取り入れ口付近がたま

o lkm 

Fig. 6. Location of observation paddy五eld
(Sorachi-chuoh area). 

り水となっていて，回面水温と同様な水温変化となった

ためである。これら 5園場の用水路水温は6月中から

200C前後で安定していでしかも日変動の小さなものと

なっている。これは大型用水路で取水後約50kmも流下

した地点から分水取水していて，用水路水温としては相

対的に定、まれた園場といえよう。

D圃場は，幾春別川より取水している市来知幹線を用

水源としている (Table3)。幾春別川は千歳川流域や石

狩川水系上流部とともに水温が低いとされている。ここ

での用水温は，他の 5 圃場よりも低く 15~200C の範囲

で日変動しながら推移している (Fig.6， Table 4)。

A，B， C箇場(Fig.8)では，典型的な寒冷地型水管理

がなされている。移植から幼穂形成期直前までは5cm

程度の湛水を保ち，幼穂の伸長にあわせて湛水を深くし

ていき，最も危険であるとみられる 7 月 14~22 日には

13~20 cmの深水を保っている。また危険期を過ぎると

素早く落水しその後走り水を行なっている。

幼穂形成期の直前までの遊水深の変動をみると，その

減少の速さが様々である。これは栽培技術として，農家

が水田の状況を見ながら落水等の水操作をしていること

を示している。深水濯j既中の湛水深のピークも 17cm以

上であり，幼穂の保護が可能な深さであるといえる。昭

和59年は深水潅税を必要とする状況とならなかったの

で，このような明確な深水がみられた圃場は今回の調査

事例中ではここだけである。

これら 3園場は畦畔高が約50cmあり，防風ネットも

Table 3. Condition and yield of paddy field (Sorachi-chuoh area) 

SpI五gaendlddoy f ! i | 
source of 

Ul;JlelllCe '"巴a.Ul levee plot to condition 
可'{ater from p五aedlddy height plot 。f texture yield l 1ogf rade 
supply 

intake lrngatlOn drainage upp10 er/rICe  

(km) (a) (cm) wer I (kg!10 a) 

A I So吋 50 64 50 well !叫pl 569* 1 

B ls-Fm  l 50 64 50 well 
IL山 l

554本 1 
lver 

C ibac111EZil 50 64 50 well !叫pl 599* 1 

|Ihshun l 
I HC!HC 1 D betsuRga. wa 20 23 30 O well 563* 1 

lver 

E l川護awal 50 32 30 O well |叫pl 478キ 2 
lver 

F I So吋ね| 50 12 25 O well 
1叫pl 625* 2 

(水 variety= ki tahikari) 
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Fig. 9. Location of observation paddy五eld

(Kabato area). 
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J、J、J、r、
farm drain 

roao. 

かる。

A， D圃場以外の4圃場は石狩川より揚水して取水し

ており，用水路水温は比較的高温で日変動が少ないとい

う大河川中下流部からの取水の特徴を明瞭に示してい

る。空知中央地区の大願幹線を通しで取水した事{JIJと類

似したパターンで、ある (Fig.10)。

A 圃場では 7 月上旬頃までは 4~5 日に 1 度の割合で

湛水を深めている。少し気温が下がり気味であった6月

20日， 28日には湛水を深めにしているが取水の時間帯

は特に一定していない。

BとC，EとFの国場はそれぞれ隣接圃場であり同一

耕作者である。おのおの条件はおなじである。

E， F圃場では湛水深の変動はほぼ同様のパターンで

ある。出稼期までには気温の低下に対応して深く湛水し

ている期間がみられる。中干しゃ中干し的水管理は一度

も行なわれておらず， 湛水深は全期聞を通して 5cm以

上であった。

B， C園場については， C圃場で7月末から 8月初め

にかけて滋水をOにしているのに対して， B圃場では

5cm程度湛水しているなど少し異なったところがある

が全期聞を通じて間断濯紙がみられることは共通してい

る。この圃場では水管理が入念かつ頻繁に行なわれて

L 、る。

樺戸地区ではD圃場を除く 5圃場の収量がすべて600

kg/lOaを上回り，他の地区に比べて高かった。しかし，

圃場の整備水準による収量の差は明確ではない。

Paddy field after farm land 

consolidation. 

設置されていて調査園場30例中総合的な整備水準のか

なり高いものといえる。このような闘場条件を持つなら

ば冷害対応としての高度な水管理は十分可能であろう。

D箇場は回越しの水を受けており，用水路から数えて

3枚目の水田である。湛水深には明確な日変動はなく，

また生育時期に対応するような変化もみられない。

E園場は7月10日頃から落水ずるまで掛け流し港湾l

を行ない，常に13cm程度の湛水を保っている。それ

以前も明確な水操作はみられない。ここは兼業農家で水

管理に関して時間的な制約などもあったためで‘あろう。

この地区での他の|商場と比べると収量がかなり低い。

気象条件の良い場合て、もイネの状態に対応しない粗放な

水管理では高収量の確保はむずかしいのであろう。

F闘場では湛水深の変動から水稲の生育初期には毎朝

取水していることがわかる。幼穂形成期に入る 7月4日

頃からは少し深めに湛水を保っているが，深水j樫i政はこ

こでもみられない。空知中央地区の整備水準の低いD，

E， F闘場でF園場のみが中干しを実施していた。

(3) 樺戸地区

樺戸地区 (Fig.9)のA圃場は貯水池から温水を取水

している (Table5)。 ここでの用水路水温は気温より少

し高く推移している。これに対し石狩川の小支流の晩生

内川|から取水している D厨場での用水路水温は平均す

ると A圃場より約20C低温である (Table6)。しかし回

面水温をみると A，D圃場開の差は平均でl
O
C以内で

ある。ここでも田内での水温の上昇が大きいことがわ

Fig. 8. 



44 北海道大学農学部邦文紀要第 15巻第 1号

Table 4. Water temperature in early growth stage (Sorachi-chuoh area) 

il語;¥三
June July 

Average 
11-20 21-30 1-10 11-20 21-31 

19.5 20.7 22.1 24.2 21.6* 
A 

20.4本 22.1 23.6 25.0 22.8 

19.5 20.7 22.1 24.2 21.6* 
B 

19.9 21.9 23.1 

19.5 20.7 22.1 24.2 21.6* 
C 

20.3 22.3 23.2 24.5 22.6キ

15.7ネ 15.6 15.4* 15.8 15.8 15.7* 
D 

21.5 21.4 21.8 22.4* 24.2 22.3* 

19.8 19.4 20.6 22.2 24.3 21.3 
E 

21.8 21.4 22.1 22.8 24.5 22.5 

19.7 20.2 20.7 22.1* 24.2 21.4ネ
F 

21.5 20.9 21.9 22.6 24.6 22.3 

upper: water temperature of irrigation canal， lower: water temperature in paddy field. 

* with lack of some data 

Table 5. Condition and yield of paddy五eld(kabato area) 

spi五gaendldd oy f 
source of distance 

area of 
levee 
puri-011  1!1d|d  water from p五aedlddy height lot of ex Ure ylezra e 

supply intake p d-upp10 er/rICe  ungatlOn I dramage 
(km) (a) (cm) wer I (kgj10 a) 

A 1Mm| Reservoir 0.4 
33 40 well 649* 1 

B l山r討i氾gRiver 13.6 40 40 well Jω! 669* 1 

C |山r同 13.6 40 40 well 
I C肌 l646本 1 

D (MinavH 1.3 41 
1ver 

40 well |山CI 564水 1 

E i山町RIveri | 13.4 24 30 O well 1 CLjCL 1 618* 1 

F |山 Riverl 13.4 24 30 O well 1 C肌 i705* 1 

(* variety = kitahikari) 
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Table 6. もiVatertemperature in early growth stage (Kabato area) 

官ぞ!
June July 

Average 
11-20 21-30 1-10 11-20 21-31 

19.3 20.2* 24.2キ
A 

21.0 20.6 21.7 22.3 24.3 22.0 

19.2 19.2 23.0 25.6* 21.8* 
B 

21.1 21.2 23.0* 25.6 22.7* 

19.2 19.2 23.0* 25.6* 21.8* 
C 

21.3 21.3 22.8* 24.3 22.4水

17.0* 17.4 18.3 19.1 18.0* 
D 

21.1 20.7 21.3 21.7 24.1 21.8 

18.9* 18.9 20.7 22.3 24.9 21.1* 
E 

21.3 21.0 22.1 23.3 25.1 22.6 

18.9* 18.9 20.7 22.3 24.9 21.1 * 
F 

20.9 21.3 22.5 23.1 25.1 22.6 

upper: water temperature of irrigation eanal， lower: water temperature in paddy五eld.
キ withlaek of some data. 

Table 7. Condition and yield of paddy五eld(Kita-soraehi are証)

SpI五gaendldd oy il i l 
source of …lareaofll| f pfaiedlddy evee pIUL tu |lUUHUIuuul lt t | i yield |ogt rade water roIn height lot of ex ure 

supply 
intake 1 • fiell 1 ne1gm 1. 9 ・ 1 ・ U口uer/ nee 

A |山官ニ!9 27 40 well I CLlCL I 539キ 1 

B [ド円川一一一1st凶凶叫sh出hik出山山11北由山ika加ikari凶凶a訂叩n氾gR i v e r 9 50 4.0 well I CLlCL I 576* 1 

C 
1

1s山 9 50 40 well I CLlCL I 522* 1 

D |叫…|0.05 15 20 O ill I CLlCL I 593 1 

E 1 Yoshin悦|0.15 34 40 well I CLlCL I 470ネ 1 

F 

1

1山一| 0.05 15 20 O ill I CLlCL I 464 1 
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water teロlperature
…・……ofirrigation canal 
-一一-ponding depth 

::開〈2hi孟耳語主主三百トヰ主:
1011 山.11 ι~~~~~了75「トー十一1 RUG.ムト→戸)

preclpltatlon γ削
1 JUN. 11 

~仏]一斗
11 21 

い
1 RUG. " ・.

Fig. 10. Water temperature of irrigation canal and ponding depth 

at each paddy五eld，air temperature at A paddy五eld，and 

precipitation at nearest AMeDAS station. (3) Kabato area. 

(T shows growth stage. 1: young panicle formation， 2: 
flag leaf， 3: heading， 4: yellow ripe). 

21 
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o 1 km 

Fig. 11. Location of observation paddy五eld

(Kita-sorachi area). 

(4) 北空知地区

北空知地区 (Fig.11) の整備水準の iおい A~C 園場

は，間場条件としては圃場面積以外は全く同じものであ

る (Table7)。とのうち， AとBの圃場は同一耕作者ーで

ある。

これら 3園場の湛水深の変動にはいくつかの相違がみ

られる (Fig.12)。第 11こは， C圃場では7月上旬頃に

2~5cm の浅水にしているのに対し， A， B闘場ではこの

ような浅水がみられないことである。第2には， 7月22

日の落水までにC闘場では A，B圃場に比べてかなり多

く水操作がみられることである。このように， C園場で

はA，B圃場に比べて細かな水操作がなされている。し

かし収量はこれら 3圃場のうち C圃場が低い値を示

している。すなわち，ここでは水管理操作が収量の差に

反映していないことになる。

D， F[圃場は同ーの沢水から取水している (Fig.13)。

E闘場は小河川!の吉野川より取水している。 59年の気象

条件は少雨で推移したために沢水や小河川上流から取水

している地域で、は用水不足による減収がみられた。 D，

F圃場でも濯瓶水が不足し 7月中旬以降には降雨時以

外は湛水が0となっている。

品種の違し、から厳密な比較はできないが， D， Fの闘

場は収量ではD園場の方がかなり高い。同じ沢水から取

水している複数の園場のなかでD園場は最上流に， F闘

場は下流部に位置しているためこれら 2園場のうちでは

D闘場の方が用水不足時の取水条件として上流の優位さ

が作用して，被害が小さかったのであろう。

吉野JIIから取水している E圃場でも用水は不足気味

Table 8. V司Tater temperature in early growth stage (Kita-sorachi area) 

June July' 

語iJI¥1 Average 
11-20 21-30 1-10 11-20 21-31 

16.9 17.2 19.1 * 20.1 23.0キ
A 

20.4 20.2 22.7 

16.9 17.2 19.1ネ 20.1 23.0 
B 

21.2 21.0 22.3 22.6 

17.4 18.0 19.2 20.5 22.2 
C 

21.5 21.7 22.0 23.1 

13.0 13.5 15.7 16.2 17.8 
D 

20.8 

15.5 15.3 18.1 
E 

21.2 21.2 22.1 22.2 

13.0 13.5 15.7 16.2 17.8 
F 

19.8 

upper: water temperature of irrigation canal， lower: water temperature in paddy五eld.

* with lack of some data. 

19.3* 

19.3キ

21.8* 

19.5 

22.1* 

15.2 

21.7水

15.2 
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Fig. 12. Water temperature of irrigation canal and ponding depth 

at each paddy field， air temperature at A paddy五eld，and 
precipitation at nearest AMeDAS station. (4) Kita-sorachi 

area. 

(.，.. shows growth stage. 1: young panicle formation， 2: 
flag Ieaf， 3: heading， 4: yellow ripe). 
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o 1 km 

梅問・中村;

Kita-so悶 chiarea 

E
E可

E
M
4 Fig. 14. Location of observation paddy五eld

(Peipan area). 

水不足による被害をさげられないであろう。

(5) ベーパン地区

ぺーパン地区 (Fig.14)では，水稲の栽培作業が他よ

りも早くそれにともなって水管理作業も早くなってい

る。またこの地区のすべての圃場では収穫期に十分な地

耐力を得られるように，出穂後は必要な走り水を行なう

だけで，湛水を長時間持続することは少なかった。

A圃場では減数分裂期は7月上旬頃である。この圃場

は6月中は用水路水温が低かった (Table10)ので幼穂

形成期まではほぼ2日に 1度の割合で夜間取水を行なっ

ている (Fig.15)0 6月初日前後の気温低下時に湛水を

深くしてからは減数分裂期中は約 10cmの湛水を保っ

ている。他地区とは冷害危険期にずれはあったがここで

も深水海慨を必要とする状況で・はなかった。出穂後は何

度も繰り返して走り水をおこなっている。

B 圃場では取水燥作の間隔が 3~7 日と長くなってい

road 

であった。 7月中旬以降は明確な取水操作がみられな

い。 ここでの収量は470kg/10 aで同じ品種のA，B， C 

圃場の 522~576kg/10 aに比してかなり低くなってい

る。

D~F 悶場のように小河川や沢水から耳元水している水

田はほとんどが傾斜地高位部にあり適当な水源を得ずら

し気象条件が良好といわれるような少雨の年には，用

Unocn叩 lidatedpaddy五eld.Fig. 13. 

grade 
of rice 

Condition and yield of paddy field (Peipan area) 

1 CL well 

2 SL well 

1 

2 

3 

ワ
“ 

SL 

L 

CL 

C 

well 

well 

、vell

プ下i両官副
1山管官叫芯芯叫r 1 | 
1叩

l卜l山叫
!10S仇S泊山ho百た詑~I

[山望紅飢5芯:r1 

Table 9. 

source of 
、Nater
supply 

sign of 
paddy 
五eld

25 30 1.5 

30 34 2.5 B 

O 

O 

30 

20 

20 

12 

23 

15 

3 

11 

2.5 

0.05 

2.2 

0.02 

C 

D 

F 

E 
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Table 10. vVater lemperature in early growth slage (Peipan area) 

i出f¥〈;二一
June July 

Average 
11-20 21-30 11-20 21-31 

12.3 13.6 15.6 16.9 19.8 15.6 
A 

20.4 20.0 20.5 21.3 23.5 21.1 

16.8 16.8 18.3 19.9 21.9 18.7 
B 

21.3 20.4 21.5 21.7 23.4 21.7 

16.9 16.8 18.3 20.4 22.1 18.9 
C 

20.7 20.2 21.1 21.4 23.0 21.3 

16.7 16.5 16.9 18.2 20.5 17.8 
D 

20.2 19.5 20.0 21.8 23.8 21.1 

16.3 16.4 17.7 19.0 20.8 18.0 
E 

19.4 19.5 20.3 21.7 23.2 20.8 

16.4 16.3 17.6 18.5 20.6 17.9' 
F 

27.1 25.6 24.7 24.2 25.5 25.4 

upper: water temperature of irrigation canal， lower: water temperature in paddy五eld.

る。取水は主に夜間である。 B圃場と同一耕作者のC図

場では 6 月下旬以降取水が 1~2 日に渡ることが多か

った。両圃場とも危険期を過ぎてからの走り水はA園場

ほど明確ではない。

北空知地区の D~F 圃場と同様にベーパン地区の D

悶場でも沢水の流量が減少して用水不足となった。特に

登熟期に必要な水分の補給が卜分でなく収量は 365kg/ 

lOaとなっている。

E圃場はl並畔高が 12cmしかなく，湛水深の変動から

みると 6月下旬の気温がやや低い時期に畦畔高に近い水

位がみられる。すなわち，可能な限りの深水港淑をした

のであろう。取水は夜間に行なわれることが多いが操作

間隔や取水量は一定ではない。またここでは6月上旬頃

から湛水がOになることが多かった。

F岡場では幼穂形成期までは気温の低い時期には少し

深めに湛水し普通時には 3~4 日に l 度の間断取水をお

こなっている。減数分裂期直前になると 13cm程度の深

水としているがp 冷害の発生するような状況にならなか

ったため，そのまま取水せずに水位を下げていった。

IV.おわりに

昭和59年の水管理事例には，さまざまなパターンの

ものがみられた。いま水稲生育期のうちデータの得られ

た期聞を幼穂形成期前半まで，幼穂形成期後半から減数

分裂期終了まで，それ以降の 3期に分けて考えてみる。

第 1の幼穂形成期前半までは，通常3cm程度に湛水

し気温の低いときには5cmくらいまで湛水を深めるよ

うに指導されてし、る。 j甚水深の変動範聞に多少のずれは

あったが調査事例には，この傾向のみられるl薗揚が多か

った。

このl時期の水管理には，明確な間断取水を行なってい

るものが少なかった。間断取水を実施するか連続取水を

行なうかは，用水路水温やその農家の考え方等，さまざ

まな条件によって決まるとおもわれる。

間断港紙のみられる圃場については，取水間隔や1回

の取水量に明確な傾向はみられなかった。これらはその

闘場の減水深や気象条件の変動に影響されるものであろ

う。すなわち，各種の条件に対応した取水操作が各々の

判断によってなされていることを示し，水管理のむずか

しさを表わしているのであろう。取水は夜間から早朝に

かけてなされる場合が多かった。

第2の幼穏形成期後半から減数分裂期終了までに気温

が低くなった;場合には深水漉慨が必要であるとされてい

るが， 昭和59年にはその必要はなかった。そのため深

水准慨を実施した水田はほとんどなく，また深水油収が

急に必要となった場合に備えて湛水を深めにしておいた

岡場が若干みられたのみである。

第3の減数分裂期終了以降は，水稲の登熟に必要な水
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Peipan area 

-・・・….....water tcmperature 
of irrigation canal 

-ー一ー-ponding depth 

paddy五eldB 
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Fig. 15. Water temperature of irrigation canal and ponding depth 

at each paddy五eld，air temperature at A paddy五eld，and 
precipitation at nearest AMeDAS station. (5) Peipan area. 

(.... shows gτowth stage. 1: young panicle formation， 2: 
flag leaf， 3: heading， 4: yellow ripe) 
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分を給補するとともに， ;i菌、1I:落水して排水を良くし，収

穫期の機械作業に備えて十分な地耐力を得ることが水管

理の目途となる。

北空知地区やベーパン地区で、は落水時期が早くなって

いる。秋に低温となるのが他の地区より早く，収穫時の

降水量の多いこれらの地区では中干し的水管理を行なう

ことが必要であり，これにより排水を良くして収穫時期

に十分な地耐力を得ょうとしている。生育の順調であっ

た昭和59年には，早い時期に中干し的水管理が行なえ

たので効果は大きかったであろう。

生育の遅れた場合には，早期の落水は登熟の不良の原

因となりうるとされているが，この年は例年よりかなり

早い生育によって，務水直前の水管理も極めて理想的ノミ

ターンを示している。

整備水準の高い圃場での水管理は，気象等の条件の良

好な年にはその圃場の条件のみによって規定されにく

く，さまざまな形態をとる。それゆえ水管理には園場条

件以外のもの，個々の農家の労働力条件や意識等が反映

される。昭和59年の気象条件では深水i権政は必要では

なかったがこれを実行している事例(空知中央地区 A，

B， C園場)や水温の影響の強いとされている時期にほ

ぼ毎日の取水操作を怠らなかった事例IJ(樺戸地区B，C

闘場)もみられた。しかしその場合も良好な気象条件

下では，収量に明確な差を示すにはいたらなかった。

整備水準が低い圃場についてそのマイナスとなってい

る条件はさまざまである。ある条件の不備がそこでの水

管理を規定する場合がある。昭和59年の事例でみると

水源水量の不足(北空知地区 D，E，F圃場，ペーパン地

区D!薗場等)，用水の恒常的な低温(道央地区B，E， F 

圃場，空知中央地区D岡場等)，闇場からの漏水(道央地

区D，F闘場)などである。畦畔高の不足は， 深水の必

要がなかったこの年の事例では水管理を規定するには至

っていない。

水源水量の不足は水田土壊の水分不足から登熟不良を

招いた。しかし，生育期の降水が平年なみであったなら

被害はなかったであろう。すなわち冷害と同時には起こ

らないものであろう。

用水の恒常的な低温は，夜間あるいは早朝のみの間断

取水等を行なうことで田面水温を上昇させることがある

程度可能である。このとき，各圃場の取水時間の集中に

よる用水量と配水管理用水量の増大が予想される。水源

水温の低い地域ではこのことを考慮した施設規模も必要

となろう。石狩川中下流部における水回水温の高低があ

る程度地域的に区分されていることが有用であろう。

園場からの漏水は用水量の増大を招き，そのうえ多大

な水管理労働を強制する。さらに気象条件に恵まれない

年には回面水温や地温の上昇を困難にする。漏水回が用

水の恒常的低温になやむ地区にあれば冷害時に水管理に

よって被害を軽減することは困難であろう。このような

圃場では漏水を防止することで闘場での水管理は大きく

変化するであろう。

岡場条件以外で水管理を規定しているものは水管理の

ための労働力条件であろう。気象条件に恵まれた昭和59

年においても水管理の粗放が減収に結びついた事例(空

知中央地区E岡場)もある。

圃場整備などの進捗により合理的な水田の水管理が可

能となった結果，収量が高くなり安定することは先にも

報告した。いま合理的水管理のためには各種の水利施設

とともに，用水量の安定確保，水管理手法の創出が必要

である。石狩川流域内の水田における実態調査からそれ

らについてみたとき，用水量の変動，水管理労力などに

多くの問題を見い出した。今後これらの点について研究

をすすめることが必要である。

この研究をすすめるにあたり資料の提供をいただいた

北海道開発局農業調査課の関係各位，日頃からご便宜取

り計らいいただいている土地改良教室の各位，種々御討

議くださった日本気象協会北海道本部横山慎司氏らに謝

意を表するものである。
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Surnmary 

In the Ishikarigawa basin， there is a paddy五eld
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。fapproximete1y 170 thousands ha. Th巴 theme p1y and the climate conditions at th~ ripening 

they had had in this area was to prevent the stage. 

paddy cu1tivation from coo1 summer damage. If the climate condition is good， water manage-

They a1so have the different characteristic of ment in the五e1dsof high 1eve1 conso1idation is 

water management from other prefectures. So not on1y a妊ectedby the fie1d conditions but a1so 

we studied about the conditions of water manage- a妊ectedby the 1abor conditions of farmers and 

ment in this area. their consciousness. Therefore， there found the 

During three months， from June to August in various water managements， but the crops were 

1984， we examined about four items at thirty fie1ds not affected so much by the contro1 of water ma-

of五veareas in the Ishikarigawa basin. Those nagement. 

items wer巴 theair temperature， the water tem司 Whi1ein the五e1dsof 10w 1eve1 conso1idation， 
perature of irrigation cana1， the water tempera- even though the climate condtion was good， some 

ture in paddy五e1dand the ponding depth. of the water managements were a妊ectedby the 

During the paddy growing period in 1984， the 五e1dconditions. 

climate condition was very good. Through this With the progress of farm 1and conso1idation， 
examination we found the various kinds of pat- an advanced water management wi11 be avai1ab1e 

terns for water management. They were a11 and the crops will be stab1e. To have such ra-

di妊erentby the di妊erencesof the conditions of tiona1 water management， securing a sure means 

areas or五e1ds. of water use， thinking out a new technique of 

The differences of water management in the water management and various water use faci1ities 

Ishikarigawa basin districts seemed to depend on are needed. 

the water temperature of the source of water sup-


